


屋　上 庇

庇
これはダミー文章ですこれはダミー文章ですこれ

はダミー文章ですこれはダミー文章ですこれで５

０文字です。

塔屋屋上 ルーフバルコニー

エントランス屋根 バルコニー

開放廊下 勾配屋根１ ２

「防水層」をご存じですか？「防水層」をご存じですか？ ─ 防水層はこんな所で働いています。 ─

みなさんがお住まいのマンションで

最も大切なことは何でしょう？

水回り、デザイン、気密性・・・・

色 な々ことが頭に浮かぶと思います。

その中でも大切なことの一つに、

皆さんの生活を風雨から守るという

大事な機能があります。

コンクリートが雨漏りするなんて想像

できないかもしれません。

でも、実際に雨漏りを防いでいるのは

コンクリートの上にかぶせられている

「防水層」なんです。

お住まいのマンションの「防水層」について、

一度考えてみませんか？

みなさんがお住まいのマンションで

最も大切なことは何でしょう？

水回り、デザイン、気密性・・・・
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お住まいのマンションの「防水層」について、

一度考えてみませんか？
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屋上・塔屋屋上・エントランス

─ アスファルト防水砂付仕上げ ─

防水層の破断 アスファルトの油分喪失

防水層ジョイントの口あき 伸縮目地部　植物の生育

シングル材の飛散

上裏の漏水跡 モルタルの亀裂 上裏の漏水跡 モルタルの亀裂

ウレタンの減耗 下地亀裂による破断 ウレタンの減耗 下地亀裂による破断

下葺材の金物からの剥離

防水層端末の口あき 雨水の侵入によるフクレ

植物による防水層貫通 シート硬化収縮による剥離

─ ゴムシート防水 ─

─ 塩ビシート防水 ─

─ アスファルト防水 ─

ルーフバルコニー

─ アスファルトシングル ─

勾配屋根

─ モルタル防水 ─

バルコニー

─ ウレタン防水 ─

─ モルタル防水 ─

開放廊下

─ ウレタンスプレー防水 ─

屋根をチェックしてみませんか？屋根をチェックしてみませんか？

３ ４

こんな現象は「防水層」の危険信号です。
専門家による診断が必要です。



５ ６

防水層の改修時期を考える。防水層の改修時期を考える。

例えば１０年一区切り。

建物を守る防水層は様 な々負荷に耐えています。

台風、大雪、紫外線、夏の猛暑、冬の極寒・・・。

これらの負荷に防水層がこらえきれなくなる目安の年数を防水層の耐用年数といいます。

耐用年数を超えた場合、雨漏りはいつ始まってもおかしくありません。

ひとたび雨漏りがおきてしまうと、みなさんの大切な資産をおびやかすばかりでなく、鉄筋

コンクリートの鉄筋を侵してしまい、マンションの構造の寿命に悪影響を及ぼしてしまい

ます。

ですから、我 は々１０年を一区切りと考えて計画改修を実施することをお奨め致します。

不具合が発生してからあわてて改修を行うのではなく、計画的な改修を行うことで長期

的なメンテナンスコストも抑えつつ、建物の資産価値を維持することが可能となります。

改修サイクル初期性能

竣　工

建物の限界性能

緊急改修費用
劣化曲線

改修しない場合の耐用年数
延命期間

延命期間
延命期間

計画改修費用

【防水層の劣化とサイクル】

トータルコストの削 減

コストアップ

新築時 １回目改修 ２回目改修
（１回目改修から１５年後）

３回目改修
（２回目改修から１５年後）

防水層の余力があるうちに改修

新築時 １回目改修
（１０～１７年目）

２回目改修
（２０～３０年目）

３回目改修
（３０～４７年目）

漏水事故発生後に改修するのがほとんど

劣化がひどいため、既存防水層を全撤去

建物本体が漏水により、寿命を縮めかつ余計な下地処理や
除去が工事時に増え、防水層も高グレードのものを常に採用
する必要がある。

建物本体を雨水からガード。コンクリートの余寿命を延ばし
ます。また、下地処理や撤去工事が少なく、防水層も次回
改修時、次々回改修時には専用改修工法を用いるため、
効率的に長期修繕計画が立案できます。

【今までの工事】

コンクリート造などの耐火建築物の耐用年数は一般に６０年といわれてきました。高齢化や

環境保護など、社会が成熟期を迎え、建物のロングサイクル化への要求が、ますます高

まっています。

中でも大きな役割を担うのが、建物を雨から守る防水材です。

建物の目的は、住む人の生命と財産を守ることが基本。防水層の劣化を見過ごして漏水

などの症状が現れたときは、取り返しのつかないダメージを受けます。早期の診断・修繕は、

最大の改修効果を約束し、快適で安全な生活と、建物の資産価値の維持につながります。

適切な定期防水改修が、建物の資産価値を維持します適切な定期防水改修が、建物の資産価値を維持します
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